
一、閉会 (4行)  城内 実  事務局長

挨拶 衛藤征士夕

` 
顧閂

日本・アルバニア友好議員逹盟鑢会

議事次第

同時 :今和 5年 6月 6日 (人)10:00～
場所 :衆議院第 1議員会年 BlF 第 2会議室

アプニ・ポナリ在ティラナ名誉然領事

ジェルジ・テネチェジウ 、駐ロアルバニア人使

高口 え進  在アルバニアロ本国人使

意几え換

閉会



令和5年 5月
外務省欧州局
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△旦 :279万人(22年 )

画■ :約29万 kポ (四国の■5倍 )

GDP:183億 ドル (一人当たり6,448ドル)(21年世銀)

威翼堕L:3.5%(21年IMF)、 整胆二上墨」邑:20%(21年 IMF)

迭:』堕L:11.5%(21年 )

重儘 :共和制

饉金 :一院制(140名 )、 任期4年

菫翼墜LttL:33人 (22年 10月 )、 進量」里自L:1社
E」未加盟(加盟候補国)/NATΩ :加盟

マザー・テレサ
旧オスマン帝国領 (現北マケド
ニア)でアルバニア人の家庭
に生まれる。アルバニアでも広
く敬愛されている。

アルバニアの特色

共産主義政権の下、1990年の民主化まで鎖国状態
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アルバニアと石川県
1999年のコソボ紛争時にコソボに住むアルバニア

人のネジール君を目の腫瘍治療のために金沢医
大病院に受け入れたことを契機に、石川県とアル
バニアとの関係が定着。築地にある在京アルバニ

ア大使館は北園新聞ビル (本社金沢)内に間借りし
ており、日・アルバニア友好議連も、森喜朗名誉会

長や馳浩元会長をはじめとする石川県選出議員を
中心に結成された経緯がある。

イスラム教
ヨーロッパにありながら
オスマン帝国領だつたこ

とから、人口の半分以上
がイスラム教徒。

首都ティラナ (人口約61万人)
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拳 アルバニア

① 亘Liと二Ez地塵1菫望金型腑lm亘ョ :謹麹量引 生 :ゴ2L立 回
・1912年にオスマン帝国から独立した後、イタリアによる併合を経て、1944年に全土

解放。

・1922年に両国の外相が書簡を交換する等戦前にも公式の関係あり。イタリアによ

る併合により1939年に一時的に関係は断絶。1981年に外交関係樹立 (実質上再開)

③ 亘 バ 上 上 ≧ 地 量 の 宣 宣 ⊇ 盤
・国内及び周辺国 (コソボや北マケドニア等)に広く居住するアルバニア人の中心国。

・2009年にNA丁0加盟を実現。2014年にEU加盟候補国の地位を獲得。2022年 7月 、
EU加盟交渉が開始。
・北マケドニア、セルビアとともに地域経済自由化に向けた枠組「オープン・バルカン

構想」を提唱。

④豊富主観光資源二玉然資五
・アドリア海沿いは潜在的なリゾート候補地で、オスマン帝国時代の街並みを残す

世界遺産あり。

・欧州最大の陸上油田、クロム、ニッケル、銅、金などの鉱物資源あり。

日



最近のアルバニア情勢
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政治 二大政党制で、近年は、社会党による安定政権が継続.
●長年勤労党 (現社会党)による一党独裁の下で共産主義鎖国体制をとつてきたが、1990年から対外解放、民主化。社会
党と民主化を主導した民主党が二大政党。2013年6月 の議会選挙では、社会党率いる「欧州アルバニアのための同盟」
が民主党を大きくリードして8年ぶりに政権交代し、ラマ社会党党首が首相に就任。2017年、2021年 の議会選挙でも、社
会党が過半数を獲得して勝利し、ラマ首相が継続。2021年 1月 にはジャチカ欧州・外務大臣が就任。
●2022年 5月 の大統領選 (議会における間接選挙)にて与党社会党が擁立したベガイ候補が選出され、7月 24日 に就任。
アルバニアでは、政治的実権は首相にあり、大統領の権限は基本的に象徴的、儀礼的なものに限られる。
●EU加盟プロセスの進展に向けた課題である司法改革等に取組中。
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ラマ首相   ベガイ大統領

日アルバニア外相会談
(2022年 9月 、:ニューヨーク)

経済 新型コロナでマイナス成長を記録するも、観光業の回復に活路。
●アルバニアの主な産業はサービス産業(50%)、 農業(20%)、 製造業(25%)。 2012～ 13年に近隣国の景況の悪化
から落ち込んだときもあったが、2014年以降、2～4%の成長率を維持していた。2020年は新型コロナの影響で-4%と落
ち込んだが、観光業の回復により2021年は8%以上の成長率を実現した。
●アルバニア経済は、ユーロ圏への輸出及び出稼ぎに出た自国民からの送金にも大きく依存していることから、ユーロ圏
の経済動向に左右される構造。

外交・

安全
保障

外交の最優先課題はEU加盟、米国との協力関係も重視。
●NATO加盟は2009年 4月 に果たしており、EU加盟が外交の最優先課題。2008年 6月 にE∪との安定化・連合協定に署
名し、2015年 6月 に発効。また、2009年4月 に加盟候補国申請を行い、2014年 6月 に加盟候補国の地位を獲得。
2022年 7月 には加盟交渉が開始。2010年 12月 、シェンゲン領域への査証免除を実現。
●2015年 4月 、米国と戦略的パートナーシップを宣言、協力関係を強化。EUではイタリアと強い経済的結びつきあり。
●2022年 -2023年アルバニアは国連安保理の非常任理事国を務めている。
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二日

間

関係

西パルカンの平和と安定の健となる国であり、日本は二日間協力及び「西パルカン協カイニシアティブ」を通じた支援を実施。
●アルバニアとの関係は戦前にもあり、1922年には両国外相が書簡を交換 (友好年の起算年)。 外交関係はイタリアによる併合により1939年に一時断
絶したが、1981年に再開 (外交関係樹立 )。 アルバニアは2005年 11月 に在京大使館を開設、日本は2017年 1月 に在アルバニア日本大使館を開設。
●これまでの二国間開発協力の実績(2020年度までの累計)は約277億円。①インフラ整備、②農業、③医療・教育を重点分野としており、テイラナにお
ける下水道整備事業(円借款)等を実施中。日本は二国間開発協力を通じてアルバニアを継続的に支援しており、同国における親日感情は強い。
●日本は、「西バルカン協カイニシアティブ」に基づきアルバニアを含むEU加盟を目指す西バルカン諸国の経済社会改革を支援。
●新型コロナ前は、要人往来は活発。2018年 6月 にブシャティ外相が、2019年 10月 にはメタ大統領やルチ国会議長が訪日した。メタ大統領訪日時の安
倍総理との首脳会談では、安倍総理は、「西バルカン協カイニシアティブ」の下、アルバニアの司法改革等の取組を引き続き支援していくことを表明。
●2020年に住友電装・住友電工がカムザ市にワイヤーハーネスエ場を開設し、操業を開始。また、2021年に東洋冷蔵がマグ回の輸入を開始。
●2023年 2月 、ラマ首相が訪日し、首脳会談を実施。国連をはじめとする国際場裏や二国間の経済関係強化のために協力していくことを確認。
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日アルバニア首脳会談
(2023年 2月 、東京 )
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日本 ロアルバニア友好議員連盟総会 2023年 6月 6(火)10～
席次表

高田 光進
在アルバニア日本国大使

通訳

0

Alban Xhaferi
Fu」 lFilm

Jetrlira Rragami
FujiFilm

E!ira Xhaferi
Albaphoto

Dritan Xhaferi
Aiba‖ edia

Flamur Oytyku
U‖ I―KLI‖メt SH.P.K.

Is:i Kurti
U‖ 1-KLI‖A SH.P.K.

Shpetim Du laj
Albagamo

Suela Du laj
Albagame

TOme Therca」
RTSH

衛藤 征士郎
顧問 城内 実 事務局長

根田 義孝 衆議院議員

佐々木 紀 衆議院議1月

小田原潔 衆議院議員

深澤陽― 衆議院議員

若林洋平 参議院議員

浜田聡 参議院議員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Hidajet Ponari
Siga1 / inViteeS

Blerta l'lur
0SUT - Hospita

aJ
|

Genc     ‖ur
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アプニ・ポナリ
在テイラナ名甘総領事

ジエルジ・テネチェジウ
駐日アルバニア共和国大使

llanjola Capo
Raiffeisen Bank

Enko!a Zusi
l‖OA

Gentian Capo
Raiffeisen Bank

Alban Zusi
l‖CA

○ ○ ○○ ○
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Ref ДJCC′ Deたgafonわ F″endy ParFamenf‖ embeβ meetins Uun 6)

Name/Surname

Avni Ponari AJCCI Chamber Chairman Chamber Yes
つ
乙 Alban Xhaferi FujiFilm Shareholder FujiFilm Yes
Ｑ
Ｊ Jetmira Rragami FujiFilm Director Business Yes
И
守 E‖ ra Xhaferi Albaphoto Manager FujiFilm Yes
仄
Ｊ Dritan Xhaferi AlbaMedia Shareholder lCT, Trade Yes
貧
Ｕ Flamur Qytyku UNI― KLIMA SH.P,K. Shareholder Mitsubishi, Trade Yes
７
′ lsll Kunl UNI― KLIMA SH.P.K. Managind Director Mitsubishi, Trade Yes
０
０ Shpetim Dulaj Albagame Shareholder Nintendo, Sony Yes
Ｑ

） Suela Dulaj Albagame Manager Nintendo, Sony Yes

10 Tome Thercaj RTSH Journalist Medla Yes

Hidajet Ponari Sigal/ invitees Doctor lnsurance Yes

12 Alban Zusl INCA Shareholder Trade Yes

13 Enkela Zusi INCA Manager Trade Yes

14 Gentian Capo Ralreisen Bank Senior Banker Banking Yes

15 Manjola Capo Ralfelsen Bank Spouse (Mr. Capo) Banking Yes

16 Genc Nurja QSUT - Hospital Doctor Health Yes

17 Blerta Nurja QSUT - Hospital Spouse (Mr, Nurja) Health Yes

# Company Position Sector
Friendly

Parliament
,47 111
:′  .|■■■
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アヴニ・三上リ
在テイラナ名誉総領事

(M■ Avni PON△塁二,HonOrary COunsul_General ofJapan in Tirana)

生年月日
1957年 7月 28日 (65歳 )
トロポヤ県 (アルバニア北部)生まれ

学歴
2000年  ティラナ大学法学部卒

職歴

1981-1982年
1982-1991年
1991-1993年
1993-1996年
1996-1998年
1998-1999年
1999年 一
2007年 一
2009年 一

アルバニア商船勤務

アルバニア海軍勤務

同航海長

INSIG社 (保険公社)海上部勤務
同社テイラナ支社勤務

同支社海上部長

SIGAL社 (保険会社)社長
同社理事会理事長

在ティラナ名誉総領事

４

　

　

５

　

　

６

家族構成   既婚

使用言語    アルバニア語,英語

訪 日歴 5回 (直近は2018年 )

(了 )

]



ジエルジ・テネケチェジウ
駐日アルバニア共和国大使
(H. E. ‖r. Gjergj I[N[OEXHIU)

1 生年月日
1959年 6月 30日 (63歳 )

2 学歴・

1983年 テイラナ農業大学 農業経済学部卒

3整 匡
1983-1991年
1991-1997年
1997-2001年
2001-2006年
2006年 一
2007-

2008-2010年
2010-2011年
2013-2014年
2013-2015年
2015-2016年
2016年 9月 ―

テイラナ国営企業企画財務課エコノミスト

財務省予算部政策課長

財務省国家予算部長

財務省官房長

H.L.グ ループBMWアルバニア本部長
マリン・パーレティ大学,モ トラツト・チリヤズ
ィ大学,アルバニア大学,地中海大学財政学講師
ソロス出資予算監視プロジェクト専門家

副首相アドバイザー

アルバニア・オンブズマン事務局長

国防省大臣室長

社会問題・青年省官房長

現職

4宝 基
夫人との間に一男―女

5趣墜
スポーツ,音楽鑑賞,読書,旅行,映画鑑賞

6塾 旦屋
1992年一
1995年
1999年

文科省国費留学生として九州大学経済学部に留学 (2年 )
JICA研 修員として来日 (1か月 )
JICA研 修員として来日 (3週間)

7二 重
アルバニア語 (母国語),英語:イ タリア語, 日本語 (初級)
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